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エコ通勤優良事業所 

名取市職員によるエコ通勤 

チャレンジデー参加状況調査報告書 

 

１. 調査概要 

令和 6年 6月～令和 6年 11 月（8 月除く）までの 5か月間に実施した「エコ通勤チャ

レンジデー」の参加状況を詳細に把握するととともに、その成果・課題を分析し、市民や市

内事業者への公共交通利用促進の働きかけ（モビリティ・マネジメント）に活用するためア

ンケート調査を実施した。 

 

【対象職員】 

本庁・法務局・保健センター勤務職員（会計年度任用職員を除く） 

 

【調査期間】 

   令和 7年 2月 18日（火）～令和7年2月28日（金） 

   

  【回 収 数】 

   アンケート回答者数  371/448人 （ 回答率：約 82.8％ ）  

  ※令和5年度アンケート回答者数 392/491 人（回答率79.8％） 
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２. エコ通勤チャレンジデー実施概要 

 

【背景 ・ 目的】 

   地域公共交通の維持・確保に対する意識の向上及び、市職員の健康増進を図るとと 

   もに、公共交通の利用に係る課題や問題点の洗い出しを行い、今後予定している市民 

や市内事業所への公共交通利用促進の取組（モビリティ・マネジメント）の参考とする 

ことを目的に、市民等に先行して市職員で実施したもの。 

 

【対象職員】 

本庁・法務局・保健センター勤務職員（会計年度任用職員を除く） 

※可能な範囲での協力をお願いしたものであり、こどもの送迎や、身体上の都合等に

より自家用車でないと通勤が困難な職員を除く。 

 

【実施期間】 

令和6年6月～令和6年 11月（8月除く）までの月2日 

市役所庁舎、近隣公共施設等でのイベント開催により混雑が予想される日を推奨日と 

し、個人の予定に合わせて実施。 

 

【実施方法】 

   各職場まで自家用車・二輪車以外の交通手段で通勤する。  
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3. 公共交通通勤チャレンジデーの実施状況及び課題 

 

 

 

■エコ通勤チャレンジデー参加率：27％（昨年度：26％） 

今年度から実施日を指定せず、各々の都合に合わせチャレンジできるよう変更したことで 10 回

全て参加する人の割合は大きく増えたが、参加率に大きな増加はなかった。 

本事業への参加率を増加させるため継続且つ容易に取り組める事業設定が必要。 

■職員の意識（主旨と目的の浸透） 

・自転車の利用意向（思う、どちらかと言えば思う） 

実施前後：34.1％ ➡ 32.6％ 

・公共交通機関の利用意向（思う、どちらかと言えば思う） 

実施前後：26.2％ ➡ 26.7％ 

公共交通機関の維持・確保や自転車の活用の推進を図るため、アンケートや職員掲示板による啓

発を通じた意識変容を目指したが、実施前後に大きな変化はなかった。 

■エコ通勤チャレンジデーにかかる交通費負担 

昨年度と引き続き、実施した際の運賃に対する補助の要望が多く、自己負担が発生するため

参加しなかった割合も一定数あった。 

■公共交通機関と勤務時間の不整合 

通勤時間帯に合う便が無いことや、乗り継ぎに時間がかかるため、公共交通利用時の通勤

時間が長くなるため参加しない職員が多く、時差出勤を求める声が多かった。 

《実施状況及び課題》 
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4. 参考データ 

（1）居住地域について（市町村別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2）現在の主な交通手段について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答件数 割合（％） 

名取市 184 49.6 

市外 187 50.4 

計 371 100.0 

選択肢 回答件数 割合（％） 

自家用車 266 71.7 

電車 40 10.8 

徒歩 40 10.8 

自転車 23 6.2 

二輪車 2 0.5 

計 371 100.0 

選択肢 回答件数 割合（％） 

2Km未満 78 21.0 

2Km以上 

5ｋｍ未満 

115 31.0 

5ｋｍ以上

10ｋｍ未満 

110 29.6 

10ｋｍ以上

15ｋｍ未満 

19 5.1 

15ｋｍ以上 

20ｋｍ未満 

21 5.7 

20ｋｍ以上 24 6.5 

未回答 4 1.1 

計 371 100.0％ 

184

187

名取市 市外

266

40

40

23

2

自家用車 電車 徒歩 自転車 二輪車

78

115
110

19

21
24

4

2Km未満 2Km以上5ｋｍ未満

5ｋｍ以上10ｋｍ未満 10ｋｍ以上15ｋｍ未満

15ｋｍ以上20ｋｍ未満 20ｋｍ以上

未回答
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【Point】 

・比較的参加が見込める 5ｋｍ未満の通勤距離者の約半数が参加していない。 

 （不参加理由：時間がかかる、自転車未所持、子どもの送迎等） 

（参考）5ｋｍ未満の通勤距離者の参加状況内訳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)公共交通通勤チャレンジデーの参加状況について  

（月別参加状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回数 回答件数 割合（％） 

0 99 51.3 

1 4 2.1 

2 7 3.6 

3 5 2.6 

4 6 3.1 

5 5 2.6 

6 3 1.5 

7 7 3.6 

8 5 2.6 

9 4 2.1 

10 48 24.9 

合計 193 100.0％ 

 対象者（アンケート未回答者含む） のべ参加者数 エコ通勤実施率 

令和5年度 491 1,275 26％ 

令和6年度 448 1,195 27％ 

2 233 232 6 220

287

220

271

229

238

4

252

3

227

46

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和6年度

令和5年度

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 参加日不明

51.3

23.8

24.9

参加回数内訳 0 1～9 10
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【Point】 

・1回も参加しなかった人の割合：55.8％（昨年度：53.3％） 

・全て参加した人の割合 22.6％（昨年度：14.3％） 

参加する人は継続して参加し、参加しない方は 1度も参加しないという両極化してきている。 

（参加回数） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)エコ通勤チャレンジデー当日の通勤手段について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.8%

7.1%

3.0%

4.1%

3.0%

3.3%

2.4%

2.8%

1.9%

2.8%

1.6%

2.6%

1.9%

1.8%
2.4%

4.1%

1.6%

3.8%

22.6%

14.3%

55.8%

53.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和6年度

令和5年度

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 0

回数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

人数 209 28 16 13 11 11 10 7 16 15 56 

回数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

人数 207 14 11 11 9 7 6 7 9 6 84 

選択肢 回答件数 割合（％） 

バス 23 1.9 

自転車 271 22.9 

鉄道 496 41.1 

徒歩 405 34.1 

計 1195 100.0％ 

令和 5 年度 

令和 6 年度 

1.9％

22.9％

41.1％

34.1％

バス 自転車 鉄道 徒歩
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(5)実際に通勤手段として公共交通を利用してみて不便と感じた点を教えて下さい。 

    （複数回答可）  

 

 

 

（6）実際に通勤手段として公共交通を利用してみて良かった点を教えて下さい。 

（複数回答可）  

 

 

0

1

2

2

6

6

9

12

18

21

65

0 10 20 30 40 50 60 70

駅やバス停等設備がバリアフリーではなく使いづらい

通勤時間帯は混み合うため、感染症対策等から利用したくない

通勤時間に合う路線・便が無く通勤には不向きである

疲れて、業務に集中できなかった

乗換が面倒である

職場からバス停や駅が遠く不便である

遅延等の運行状況から予定通り到着するか不安を感じた

運賃等の移動経費がかかる

暑いまたは寒いため、意欲が湧かなかった

自家用車よりも余計に時間が掛かってしまう

特になし

0

2

4

9

20

27

28

33

35

0 10 20 30 40

通勤時間を有効活用できると感じた（電車乗車中の読書など）

公共交通機関または自転車を利用するきっかけになった

自家用車通勤と比べて通勤時間が早かった又は同等だった

環境負荷低減に貢献できると感じた

駐車場の状況に左右されないため、ストレスがない

通常の通勤手段が自転車・徒歩・公共交通利用のため変わりない

気分転換になると感じた

特になし

健康増進につながると感じた
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（7）公共交通通勤チャレンジデーに 1日も参加できなかった方にお伺いします。 

    1 日も参加できなかった理由について、特に当てはまるものを最大3つまで選択し 

て下さい。  

 

 

 

 

（8）エコ通勤チャレンジデーの実施前後を比較し、公共交通を利用する頻度は増加しまし

たか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

7

7

8

14

19

25

27

29

30

33

40

48

73

0 20 40 60 80

悪天候が気になり、チャレンジできなかった

運行情報（経路・ダイヤ等）が分からない

親の世話や様子を見に行くため、自家用車で通勤する必要がある

業務多忙のため、自家用車で通勤している

やる意味を感じない

心身上の事情により、自家用車で通勤する必要がある

暑い又は寒いため自家用車以外の通勤手段にしたくない

自宅付近に公共交通が運行されていない

公共交通は運行されているが出勤・退勤時に間に合う便が無い

運賃などの移動経費がかかる（自家用車通勤の方が安い）

自転車を持っていない

自家用車以外は疲れる

子育て中のため自家用車で通勤する必要がある

移動や乗り換えに時間が掛かりすぎる

選択肢 回答件数 割合（％） 

増加した 12 3.2 

変わらない 359 96.8 

合計 371 100.0％ 

12

359

増加した 変わらない
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（9）自転車の利用意向（自転車通勤を始めたい、自転車を利用する頻度をもっと多くした

い等） 

 

 

（10）公共交通機関の利用意向（公共交通機関での通勤を始めたい、公共交通機関の利用

頻度をもっと多くしたい等） 

 

 

（11）公共交通サービスを維持・確保するため、より多くの人に利用してもらえるよう利用

促進の取組を行い、みんなで公共交通を支えるという気運を醸成することの重要性 

 

9.4%

7.1%

23.2%

27.0%

21.6%

21.9%

42.9%

41.8%

3.0%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施後

実施前

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない 未回答

8.9%

8.6%

17.8%

17.6%

23.7%

28%

47.4%

44.6%

2.2%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施後

実施前

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない 未回答

21.3%

22.7%

64.4%

60.5%

9.2%

1.3%

3.8%

6.0%

1.3%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施後

実施前

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない 未回答
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（12）道路交通法改正（令和５年４月１日施行）により、全ての自転車利用者について乗車

用ヘルメットの着用が努力義務となりました。自転車利用時のヘルメット着用について伺

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）宮城県では,自転車安全利用条例（令和 2年 7 月 13 日公布）により、県内で自転車

を利用する際には、自転車損害賠償保険等への加入が義務となっています。自転車損害

賠償保険等への加入状況について伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14）自転車通勤にはがんや心疾患による死亡のリスク軽減や精神面での健康増進、

CO2 削減による環境負荷低減のほか、労働生産性の向上にも期待されています。このよ

うな自転車通勤によるメリットの認識についてお答えください。 

 

 

 

 
29.0%

30.0%

51.9%

52.1%

8.3%

7.4%

10.8%

10.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施後

実施前

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない

29.9%

27.8%

70.1%

83.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施後

実施前

着用している 着用していない

73.4%

67.1%

9.7%

17.5%

16.9%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施後

実施前

加入している 加入していない 分からない


